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年
が
明
け
て
も
相
変
わ
ら
ず
世
界
史
的

な
変
動
は
続
い
て
い
ま
す
。
基
本
は
、
ア

メ
リ
カ
を
基
軸
に
し
た
政
治
・
経
済
的
な

衰
退
と
そ
れ
に
替
わ
ろ
う
と
す
る
諸
国
・

民
族
の
葛
藤
と
言
え
ま
す
。
そ
の
荒
波
の

中
で
日
本
政
府
（
安
倍
政
権
）
は
右
往
左

往
し
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
・
人
権

尊
重
・
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を
軽
視
し
、

社
会
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
高
齢
者
は
こ
れ
ま
で
、「
終
活
」

を
基
本
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

定
年
を
迎
え
た
ら
自
ら
の
「
死
」
に
向
か

い
合
い
、「
終
わ
り
」
を
ど
う
処
理
す
る
か
、

と
い
う
生
き
方
で
す
。「
終
活
ノ
ー
ト

（
仮
）」
な
ど
を
作
り
会
員
に
配
布
す
る
な

ど
、「
死
」
の
準
備
が
運
動
の
一
つ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
か
ら
国
の
暴
走
を
止
め
、

生
活
を
守
る
た
め
に
、「
生
」
を
運
動
の

基
調
に
し
ま
せ
ん
か
。

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
男
女
共
生
委
員
、
共
生

部
会
、
組
織
部
、
事
務
局
、
計
19
名
（
男

性
7
名
）
13
単
会
で
行
い
ま
し
た
。

（
ア
）

 

ブ
ロ
ッ
ク
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取

り
組
み

「
行
政
か
ら
混
合
名
簿
導
入
の
通
達
！
私

た
ち
は
40
年
前
か
ら
と
り
く
ん
で
い
た
」

宮
崎
高
。

「
会
員
が　

30
数
名
で
行
事
が
で
き
な
い
。

ま
た
高
齢
女
性
が
多
く
、
役
員
を
引
き
受

け
て
も
ら
え
な
い
」
愛
媛
。

「
朝
鮮
学
校
の
民
族
教
育
を
学
習
。
イ
ー
ジ

ス
ア
シ
ョ
ア
の
反
対
デ
モ
に
女
性
高
齢
者

も
参
加
し
て
い
る
」
山
口
。

「
女
性
の
活
躍
を
進
め
る
市
の
取
り
組
み
を

応
援
し
、
現
職
女
性
の
支
え
に
な
る
と
い

い
」
近
畿
。

「
運
動
方
針
に
女
性
の
参
画
が
入
っ
た
」
埼

玉
。
旧
「
優
生
保
護
法
に
よ
り
不
妊
手
術

を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
女
性
が
国
を
訴
え

た
。」
宮
城
。「
女
性
参
画
を
方
針
に
し
た
。

実
態
と
し
て
の
平
等
を
進
め
た
い
」
北
海
道
。

（
イ
） 

日
退
教
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組

み
調
査
か
ら
…

総
会
は
17
名
／
93
名
中
、「
女
性
の
集
い
」
31
名
と
昨

年
に
比
べ
女
性
の
参
加
が
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
役
員
へ
の
女
性
の
参
画
が
少
し
減
り
ま

し
た
。
ま
た
女
性
役
員
０
の
単
会
で
今
後
女
性
役
員
を
増

や
す
予
定
の
な
い
と
こ
ろ
も
13
単
会
あ
り
ま
す
。
一
方

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
方
針
に
し
た
単
会
は
１
８
と
増
え
ま

し
た
。
活
動
方
針
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
あ
る
と
、
役
員

や
総
会
へ
の
女
性
の
参
画
が
進
む
状
況
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

（
ウ
） 「
男
女
共
生
委
員
会
」
か
ら
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委

員
会
」
へ
の
名
称
変
更

自
民
党
杉
田
議
員
の
L
G
B
T
へ
の
差
別
発
言
や
【
女

性
の
集
い
】
で
「
L
G
B
T
の
生
徒
の
気
持
を
！
」
と
い

う
意
見
を
受
け
、「
こ
の
社
会
に
は
女
と
男
だ
け
が
存
在

し
、
異
性
愛
が
正
常
で
あ
る
」
と
い
う
偏
見
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
は
性
同
一
性
障
害
や

半
陰
陽
の
人
な
ど
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
男
女
と
い
う
性

別
二
元
論
で
つ
く
ら
れ
た
「
ら
し
さ
」
や
役
割
や
権
力
関

係
を
見
直
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
名
称
変
更
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
（
男
性
）
か
ら

は
賛
成
意
見
が
述
べ
ら
れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

（
エ
） 

学
習
会
「
清
末
愛
砂
さ
ん
講
演
～
平
和
主
義
を
支

え
る
憲
法
24
条
と
9
条
」　
28
名
参
加

憲
法
改
悪
の
動
き
が
加
速
す
る
今
、
パ
レ
ス
チ
ナ
非
暴

力
運
動
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
支
援
を
す

る
清
末
さ
ん
（
室
蘭
工
業
大
学
准
教
授
）
か
ら
平
和
主
義

の
本
質
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
報
告
し
ま
す
。

11
月
11
日
に
ガ
ザ
に
入
っ
た
が
、
12
日
夜
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

最
大
規
模
の
空
爆
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安

全
保
障
・
自
衛
の
名
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。（
生
々

し
い
蝶
型
爆
弾
の
被
害
者
や
瓦
礫
と
な
っ
た
建
物
の
写

真
）
ガ
ザ
は
憲
法
の
前
文
「
全
世
界
の
国
民
が
平
和
的
生

存
権
を
有
す
る
」
が
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
あ

る
。
日
本
国
憲
法
に
24
条
（
家
族
の
中
の
個
人
の
尊
厳
と

平
等
・
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み
）
が
あ
る
の
は
大
日
本

帝
国
が
天
皇
を
家
父
長
と
す
る
「
家
族
国
家
観
」
の
も
と

侵
略
戦
争
に
国
民
を
駆
り
立
て
て
き
た
反
省
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
軍
事
主
義
を
拡
大
す
る
国
家
の
土
台
は
家
で
あ

り
、
家
の
中
は
家
父
長
支
配
で
あ
っ
た
。
憲
法
24
条
は
家

の
中
で
虐
待
や
D
V
な
ど
の
支
配
関
係
に
よ
り
個
人
の
尊

厳
が
傷
つ
け
ら
れ
た
時
の
法
的
救
済
の
根
拠
と
な
る
。
こ

れ
は
13
条
（
個
人
の
尊
重
）
14
条
（
法
の
下
の
平
等
）
と

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
民
法
（
家
制
度
廃
止
・
夫
婦
間
の
平
等
・

平
等
相
続
な
ど
）
の
根
拠
条
文
に
な
っ
て
い
る
。
自
民
党

の
国
家
観
、
家
族
観
を
完
全
否
定
し
て
い
る
24
条
を
彼
ら

は
1
9
5
4
年
か
ら
改
憲
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
き
た
。
だ

か
ら
「
家
族
は
社
会
の
自
然
で
基
礎
的
な
単
位
と
し
て
尊

重
・
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
を
24

条
に
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
変
え
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
9
条
（
公
的
領
域
で
の
非
暴
力
）
と
24
条
（
家
族
の

中
の
平
等
・
非
暴
力
）
が
繋
が
っ
て
こ
そ
非
暴
力
な
社
会

＝
平
和
を
つ
く
る
。
自
民
党
案
「
9
条
に
自
衛
隊
明
記
」

は
海
外
で
闘
う
自
衛
隊
を
支
え
る
社
会
・
家
族
が
求
め
ら

れ
、
社
会
が
軍
事
化
す
る
。

現
職
と
退
職
の
狭
間
が
ま
す
ま
す
不
明
確
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
は
、「
現
退
」
の
切
れ
目
が
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
現
退
一
体
と
な
っ
て
、
国
家
の
基
本
的
任
務

を
「
富
裕
層
か
ら
低
所
得
層
へ
富
の
再
分
配
」
と
い
う

本
来
の
姿
に
戻
す
た
め
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

要
求
の
作
り
方
、
運
動
の
作
り
方
を
従
来
と
変
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

第
1
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
国
民
の
生
活
の
基
盤
づ
く
り

「
年
金
と
賃
金
」
で
す
。
高
齢
者
の
生
活
費
用
水
準
が

現
役
者
の
5
割
と
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
貧
困

ラ
イ
ン
の
は
る
か
に
下
回
る
人
が
出
る
の
は
当
然
で
す
。

年
金
は
「
保
険
」
で
す
。
こ
れ
に
救
貧
機
能
を
負
わ
せ

ず
に
年
金
が
最
低
賃
金
水
準
に
満
た
な
い
部
分
は
、「
生

活
保
障
費
」
と
し
て
国
に
補
充
を
要
求
し
ま
す
。
各
国

で
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
・
カ

ム
」
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

第
2
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
介
護
と
子
育
」
で
す
。

1
9
6
0
年
代
の
高
度
成
長
政
策
の
中
で
私
た
ち
は
政

府
の
「
都
市
一
極
集
中
」「
持
ち
家
政
策
」
の
攻
撃
に

さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
三
世
代
家
庭
」
は
崩
壊

し
て
い
き
ま
す
。
今
の
「
年
金
・
介
護
保
険
制
度
」
は
、

1
9
8
0
年
ま
で
の
「
三
世
代
家
庭
」
が
基
本
で
、
高

齢
者
の
「
独
居
家
庭
」
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

第
3
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
医
療
と
教
育
」
で
す
。
持

続
的
な
社
会
、
発
達
し
て
行
く
社
会
を
維
持
す
る
の
は

必
要
で
大
切
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。（
メ
デ
ィ
ケ
ア
と
エ

デ
ュ
ケ
ア
）

危
険
な
安
倍
政
権
の
方
向
を
転
換
さ
せ
る
た
め
に
、

私
た
ち
も
明
確
な
プ
ラ
ン
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。「
終
わ

る
事
」
よ
り
も
「
生
き
る
事
」
を
！　

現
退
一
致
の
理

念
を
現
実
に
！
「
終
活
」
よ
り
「
生
活
」
を
！

そ
し
て
、
統
一
自
治
体
選
挙
、
参
議
院
選
挙
の
勝
利
を

手
に
し
ま
し
ょ
う
。

秋
に
な
っ
て
、
全
国
に

お
邪
魔
し
現
職
・
退
職
の

方
に
お
会
い
し
親
し
く
お

話
を
し
て
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
か
ら
も
、
今
や

7
人
に
1
人
が
貧
困
状
況

に
あ
る
子
ど
も
の
状
況
、

年
金
の
減
少
、
基
礎
自
治
体
の
存
続
問
題
な
ど
一
刻
の
猶

予
も
許
さ
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
中
で

現
場
の
教
職
員
は
疲
労
困
憊
し
て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
日
退
教
の
先
輩
方
の
学
校
現
場
の
状
況
、
教
職
員

の
過
労
状
況
へ
の
心
配
の
声
は
大
変
優
し
く
、
力
強
く
受

け
止
め
ま
し
た
。

私
た
ち
は
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」
を
掲

げ
、
立
憲
主
義
を
徹
底
し
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め

に
運
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
人
が
大
切
に
さ

れ
、
安
心
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
、
共
に
支
え
あ
う

社
会
づ
く
り
へ
の
政
策
転
換
を
求
め
て
、
政
治
の
流
れ
を

変
え
る
努
力
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

激
動
の
今
年
を
日
退
教
の
方
々
と
共
に
頑
張
り
ま
す
。

19
年
度
総
会
　
6
月
7
日
（
金
）
で
す
。

「終活」から「生活」へ
― そして、統一選、参院選勝利を ー

み
ず
お
か
俊
一
さ
ん
か
ら

― 

共
に
生
き
、
共
に
支
え
あ
う
社
会
へ 

ー

「男女共生委員会」報告　2018年11月30日

◆
編
集
後
記
◆

今
号
に
関
し
て
は
、
掲
載
す
る
記
事
が
多
量
の
た
め
、

観
点
を
変
え
て
記
述
し
ま
す
。「
日
退
教
通
信
」
３
８

１
号
が
皆
様
の
手
元
に
届
く
と
き
に
は
結
果
が
出
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
国
会
に
か
か
っ
て
い
る
「
入
管

法
」・「
水
道
法
」
の
「
改
訂
」
問
題
に
つ
い
て
、
私
の

「
感
覚
」
を
一
言
。
ど
ち
ら
も
、「
改
訂
」
に
必
要
な

資
料
も
裏
付
け
も
含
め
、
条
件
が
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
「
不
揃
い
」
な
の
に
、
臆
面
も
な
く
こ
れ
を
提
出

し
て
い
る
国
政
関
係
者
と
は
一
体
ど
う
い
う
「
人
間
」

な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。（
Ｓ
）

清末愛砂 准教授
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（
１
）
混
合
名
簿

	

（
写
真
は
、
す
べ
て
こ
の
集
い
の
発
言
者
で
す
。
一
部
省
略
）

（
２
）
性
差
別
意
識
・
家
父
長
制
の
社
会
通
念

	

・
女
性
の
参
画
と
組
織

日
退
教
の
女
性
た
ち
の
出
会
い
の
場
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
実
現
す
る
た
め
の
交
流
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
場
と

し
て
始
ま
っ
た
「
つ
ど
い
」
は
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
参
加
者
も
31
名
（
女
性
25
名
・
男
性
9
名
）
と
今
ま

で
で
一
番
多
く
、
活
発
で
楽
し
い
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
討

論
に
な
っ
た
２
点
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

☆  

現
職
の
時
、
混
合
名
簿
に
取
り
組
ん
だ
が
、
ど
の
く
ら
い

広
が
っ
た
か
自
信
が
な
い
。男
子
を「
さ
ん
」で
呼
ぶ
と「
君
」

と
返
さ
れ
る
な
ど
男
女
別
の
意
識
が
す
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

（
千
葉
・
男
性
）

☆  

混
合
名
簿
は
20
年
前
か
ら
取
り
組
み
、
男
女
と
も
「
さ
ん
」

が
当
た
り
ま
え
に
な
っ
た
。（
石
川
）

☆  

3
年
前
混
合
名
簿
は
８
％
だ
っ
た
が
、
私
た
ち
が
議
員
や

教
育
長
に
働
き
か
け
、
運
動
し
た
結
果
、
校
長
に
「
混
合

☆  

統
合
し
て
2
年
目
、
会
長
は
男
性
、
事
務
局
長
は
女
性
、

会
員
は
女
性
が
多
い
。
活
動
し
て
い
る
支
部
ほ
ど
選
挙
や

現
職
と
の
関
わ
り
や
運
動
の
視
点
が
広
が
る
な
ど
統
合
し

て
良
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
る
。（
大
分
）

☆  「
生
産
性
」
発
言
な
ど
、
女
性
参
画
よ
り
女
性
差
別
、
障
害

者
差
別
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。（
石
川
高
・
男
性
）

☆  

男
女
と
も
に
男
女
差
別
の
意
識
が
根
付
い
て
い
る
。
自
分

に
も
問
い
か
け
な
い
と
い
け
な
い
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
圧
倒
的
に
女
性
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。（
千
葉
・

男
性
）

☆  「
ご
主
人
」
な
ど
日
常
の
小
さ
な
こ
と
ほ
ど
掘
り
下
げ
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。（
東
京
高
）

☆  

知
人
は
「
主
人
」
と
言
う
。
英
語
で
は
男
性
は
「
ミ
ス
タ
ー
」

の
み
だ
が
、
女
性
は
結
婚
の
有
無
で
3
種
類
あ
る
。（
千
葉

高
）

☆  

育
っ
た
環
境
が
人
格
を
つ
く
る
が
、
学
習
す
る
こ
と
で
意

識
が
変
わ
っ
て
い
く
。
し
か
し
も
と
も
と
あ
る
意
識
が
出

て
、
そ
れ
を
指
摘
さ
れ
た
と
き
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
が
大
事
。（
兵
庫
）

☆  「
連
れ
合
い
」
と
い
う
言
葉
も
使
う
こ
と
で
内
面
化
し
て
い

く
。
地
域
は
学
校
よ
り
保
守
的
。（
神
奈
川
高
）

☆  「
連
れ
合
い
」
は
京
都
で
は
「
愛
人
」
と
い
う
意
味
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
使
い
た
く
な
い
。（
高
知
）

☆  

家
庭
が
女
性
蔑
視
を
刷
り
込
む
。
母
や
友
人
は
「
家
事
は

男
が
や
る
も
の
で
な
い
」と
強
く
言
っ
て
い
た
。（
北
海
道
）

☆  

役
員
の
女
性
は
5
名
/
1
2
名
中
。
東
京
医
科
大
入
試
差

別
に
対
し
、
政
府
に
抗
議
文
を
出
す
。
男
女
差
別
の
中
で

育
っ
た
が
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に
人
権
や
平
等
を
教
え

て
き
た
。
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
最

下
位
に
な
る
。（
福
岡
）

☆  

大
分
の
統
合
の
歴
史
は
参
考
に
な
っ
た
。
現
職
の
組
織
が

厳
し
い
状
況
な
の
で
、
退
職
者
が
支
え
、
違
い
を
認
め
な

が
ら
力
を
合
わ
せ
ら
れ
る
退
教
運
動
を
目
指
し
て
い
る
。

（
鹿
児
島
・
男
性
）

☆  

日
退
教
の
中
に
各
県
の
女
性
担
当
の
人
が
連
絡
や
相
談
を

で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
だ
と
思
う
。（
北
海

道
）

☆  

幹
事
の
構
成
は
、
1
/
3
は
女
性
に
し
て
い
る
。
女
性
が

増
え
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
セ
ク

ハ
ラ
学
習
会
を
都
全
体
の
退
職
者
会
に
呼
び
か
け
共
闘
し

て
い
る
。（
東
京
高
・
男
性
）

参
加
者
は
差
別
の
厳
し
さ
を
語
り
な
が
ら
、
自
分
を
振
り

返
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
現
実
か
ら
出
発
し
て
討
論
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た「
つ
ど
い
」で
し
た
。
女
性
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
と
L
G
B
T
の

視
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
取

り
組
み
に
生
か
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
文
責 

日
退
教
副
会
長 

本
村
富
美
子
）

司会
本村富美子さん

（都高退）

岡松育子さん
（福岡県退）

松原厚世さん
（大分県退）

小野寺美和子さん
（岩手高退）

古庄典子
（福岡県退）

上村和代さん
（福岡高退）

佐伯典子さん
（都高退）

山中千枝子さん
（高知退）

梅木禮子さん
（大分県退）

前田嘉代子さん
（千葉高退）

永井光夫さん
（神奈川高退）

谷川則子さん
（石川県退）

南　良樹さん
（鹿児島県退）

城間智恵子さん
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安次嶺美代子さん
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西田直智さん
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能登甚五さん
（千葉県退）
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（都高退）
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簿
推
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」
文
書
が
で
た
。
最
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か
ら
や
っ
て
い
た
か
の

よ
う
に
…
そ
れ
で
現
場
の
と
り
く
み
が
す
す
ん
だ
。（
沖
縄
）

☆  

50
年
前
の
高
校
時
代
す
で
に
混
合
名
簿
だ
っ
た
。
今
は
社

会
が
反
動
的
に
な
り
「
分
け
る
」
風
潮
が
あ
る
。
し
か
し

L
G
B
T
の
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に
敏
感
に
な
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。（
岩
手
高
）

☆  

久
留
米
市
立
高
校
は
混
合
名
簿
だ
が
、
付
属
は
別
。
し
か

し
ど
ち
ら
も
「
さ
ん
」
で
呼
ん
で
い
る
。
混
合
名
簿
を

L
G
B
T
の
視
点
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
。

（
福
岡
高
）

☆  

日
教
組
は
1
9
9
5
年
北
京
会
議
か
ら
混
合
名
簿
を
提
起

し
た
。
し
か
し
90
年
代
後
半
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
県
が

ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
。（
会
長
）
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年
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際
婦
人
年
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
で
男
女
別
名

簿
は
日
本
と
イ
ン
ド
だ
け
で
し
た
。
1
9
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0
年
に
は
大

阪
府
堺
市
（
幼
稚
園
・
小
学
校
）
で
混
合
名
簿
が
始
ま
り
、

東
京
国
立
市
で
も
過
半
数
の
小
学
校
は
混
合
名
簿
に
な
り
、

都
高
教
女
性
部
も
混
合
名
簿
が
方
針
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
各
県
で
は
独
自
の
取
り
組
み
が
日
教
組
方
針
の

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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に
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。
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の
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が
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、
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を
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を
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。
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や
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よ
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な
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え
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
セ
ク

ハ
ラ
学
習
会
を
都
全
体
の
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は
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の
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を
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が
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、
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を
振
り

返
る
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面
が
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く
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り
ま
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。
現
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ら
出
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て
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る
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と
の
大
切
さ
を
感
じ
た「
つ
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い
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た
。
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の
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ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
と
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の
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と
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に
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が
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と
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は
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が
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動
的
に
な
り
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る
」
風
潮
が
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し
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の
子
ど
も
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の
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に
敏
感
に
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ら
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ば
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な
い
。（
岩
手
高
）

☆  

久
留
米
市
立
高
校
は
混
合
名
簿
だ
が
、
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は
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し
ど
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も
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で
呼
ん
で
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簿
を
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G
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の
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で
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え
る
よ
う
に
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た
の
は
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日
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は
1
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5
年
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京
会
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ら
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名
簿
を
提
起

し
た
。
し
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し
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代
後
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入
れ
て
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れ
な
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が
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と
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（
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園
・
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で
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簿
が
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り
、
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京
国
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で
も
過
半
数
の
小
学
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は
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簿
に
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り
、

都
高
教
女
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部
も
混
合
名
簿
が
方
針
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
各
県
で
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自
の
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が
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の
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年
が
明
け
て
も
相
変
わ
ら
ず
世
界
史
的

な
変
動
は
続
い
て
い
ま
す
。
基
本
は
、
ア

メ
リ
カ
を
基
軸
に
し
た
政
治
・
経
済
的
な

衰
退
と
そ
れ
に
替
わ
ろ
う
と
す
る
諸
国
・

民
族
の
葛
藤
と
言
え
ま
す
。
そ
の
荒
波
の

中
で
日
本
政
府
（
安
倍
政
権
）
は
右
往
左

往
し
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
・
人
権

尊
重
・
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を
軽
視
し
、

社
会
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
高
齢
者
は
こ
れ
ま
で
、「
終
活
」

を
基
本
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

定
年
を
迎
え
た
ら
自
ら
の
「
死
」
に
向
か

い
合
い
、「
終
わ
り
」
を
ど
う
処
理
す
る
か
、

と
い
う
生
き
方
で
す
。「
終
活
ノ
ー
ト

（
仮
）」
な
ど
を
作
り
会
員
に
配
布
す
る
な

ど
、「
死
」
の
準
備
が
運
動
の
一
つ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
か
ら
国
の
暴
走
を
止
め
、

生
活
を
守
る
た
め
に
、「
生
」
を
運
動
の

基
調
に
し
ま
せ
ん
か
。

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
男
女
共
生
委
員
、
共
生

部
会
、
組
織
部
、
事
務
局
、
計
19
名
（
男

性
7
名
）
13
単
会
で
行
い
ま
し
た
。

（
ア
） 

ブ
ロ
ッ
ク
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取

り
組
み

「
行
政
か
ら
混
合
名
簿
導
入
の
通
達
！
私

た
ち
は
40
年
前
か
ら
と
り
く
ん
で
い
た
」

宮
崎
高
。

「
会
員
が　

30
数
名
で
行
事
が
で
き
な
い
。

ま
た
高
齢
女
性
が
多
く
、
役
員
を
引
き
受

け
て
も
ら
え
な
い
」
愛
媛
。

「
朝
鮮
学
校
の
民
族
教
育
を
学
習
。
イ
ー
ジ

ス
ア
シ
ョ
ア
の
反
対
デ
モ
に
女
性
高
齢
者

も
参
加
し
て
い
る
」
山
口
。

「
女
性
の
活
躍
を
進
め
る
市
の
取
り
組
み
を

応
援
し
、
現
職
女
性
の
支
え
に
な
る
と
い

い
」
近
畿
。

「
運
動
方
針
に
女
性
の
参
画
が
入
っ
た
」
埼

玉
。
旧
「
優
生
保
護
法
に
よ
り
不
妊
手
術

を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
女
性
が
国
を
訴
え

た
。」
宮
城
。「
女
性
参
画
を
方
針
に
し
た
。

実
態
と
し
て
の
平
等
を
進
め
た
い
」
北
海
道
。

（
イ
） 

日
退
教
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組

み
調
査
か
ら
…

総
会
は
17
名
／
93
名
中
、「
女
性
の
集
い
」
31
名
と
昨

年
に
比
べ
女
性
の
参
加
が
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
役
員
へ
の
女
性
の
参
画
が
少
し
減
り
ま

し
た
。
ま
た
女
性
役
員
０
の
単
会
で
今
後
女
性
役
員
を
増

や
す
予
定
の
な
い
と
こ
ろ
も
13
単
会
あ
り
ま
す
。
一
方

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
方
針
に
し
た
単
会
は
１
８
と
増
え
ま

し
た
。
活
動
方
針
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
あ
る
と
、
役
員

や
総
会
へ
の
女
性
の
参
画
が
進
む
状
況
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

（
ウ
） 「
男
女
共
生
委
員
会
」
か
ら
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委

員
会
」
へ
の
名
称
変
更

自
民
党
杉
田
議
員
の
L
G
B
T
へ
の
差
別
発
言
や
【
女

性
の
集
い
】
で
「
L
G
B
T
の
生
徒
の
気
持
を
！
」
と
い

う
意
見
を
受
け
、「
こ
の
社
会
に
は
女
と
男
だ
け
が
存
在

し
、
異
性
愛
が
正
常
で
あ
る
」
と
い
う
偏
見
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
は
性
同
一
性
障
害
や

半
陰
陽
の
人
な
ど
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
男
女
と
い
う
性

別
二
元
論
で
つ
く
ら
れ
た
「
ら
し
さ
」
や
役
割
や
権
力
関

係
を
見
直
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
名
称
変
更
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
（
男
性
）
か
ら

は
賛
成
意
見
が
述
べ
ら
れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

（
エ
） 

学
習
会
「
清
末
愛
砂
さ
ん
講
演
～
平
和
主
義
を
支

え
る
憲
法
24
条
と
9
条
」　
28
名
参
加

憲
法
改
悪
の
動
き
が
加
速
す
る
今
、
パ
レ
ス
チ
ナ
非
暴

力
運
動
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
支
援
を
す

る
清
末
さ
ん
（
室
蘭
工
業
大
学
准
教
授
）
か
ら
平
和
主
義

の
本
質
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
報
告
し
ま
す
。

11
月
11
日
に
ガ
ザ
に
入
っ
た
が
、
12
日
夜
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

最
大
規
模
の
空
爆
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安

全
保
障
・
自
衛
の
名
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。（
生
々

し
い
蝶
型
爆
弾
の
被
害
者
や
瓦
礫
と
な
っ
た
建
物
の
写

真
）
ガ
ザ
は
憲
法
の
前
文
「
全
世
界
の
国
民
が
平
和
的
生

存
権
を
有
す
る
」
が
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
あ

る
。
日
本
国
憲
法
に
24
条
（
家
族
の
中
の
個
人
の
尊
厳
と

平
等
・
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み
）
が
あ
る
の
は
大
日
本

帝
国
が
天
皇
を
家
父
長
と
す
る
「
家
族
国
家
観
」
の
も
と

侵
略
戦
争
に
国
民
を
駆
り
立
て
て
き
た
反
省
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
軍
事
主
義
を
拡
大
す
る
国
家
の
土
台
は
家
で
あ

り
、
家
の
中
は
家
父
長
支
配
で
あ
っ
た
。
憲
法
24
条
は
家

の
中
で
虐
待
や
D
V
な
ど
の
支
配
関
係
に
よ
り
個
人
の
尊

厳
が
傷
つ
け
ら
れ
た
時
の
法
的
救
済
の
根
拠
と
な
る
。
こ

れ
は
13
条
（
個
人
の
尊
重
）
14
条
（
法
の
下
の
平
等
）
と

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
民
法
（
家
制
度
廃
止
・
夫
婦
間
の
平
等
・

平
等
相
続
な
ど
）
の
根
拠
条
文
に
な
っ
て
い
る
。
自
民
党

の
国
家
観
、
家
族
観
を
完
全
否
定
し
て
い
る
24
条
を
彼
ら

は
1
9
5
4
年
か
ら
改
憲
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
き
た
。
だ

か
ら
「
家
族
は
社
会
の
自
然
で
基
礎
的
な
単
位
と
し
て
尊

重
・
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
を
24

条
に
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
変
え
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
9
条
（
公
的
領
域
で
の
非
暴
力
）
と
24
条
（
家
族
の

中
の
平
等
・
非
暴
力
）
が
繋
が
っ
て
こ
そ
非
暴
力
な
社
会

＝
平
和
を
つ
く
る
。
自
民
党
案
「
9
条
に
自
衛
隊
明
記
」

は
海
外
で
闘
う
自
衛
隊
を
支
え
る
社
会
・
家
族
が
求
め
ら

れ
、
社
会
が
軍
事
化
す
る
。

現
職
と
退
職
の
狭
間
が
ま
す
ま
す
不
明
確
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
は
、「
現
退
」
の
切
れ
目
が
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
現
退
一
体
と
な
っ
て
、
国
家
の
基
本
的
任
務

を
「
富
裕
層
か
ら
低
所
得
層
へ
富
の
再
分
配
」
と
い
う

本
来
の
姿
に
戻
す
た
め
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

要
求
の
作
り
方
、
運
動
の
作
り
方
を
従
来
と
変
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

第
1
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
国
民
の
生
活
の
基
盤
づ
く
り

「
年
金
と
賃
金
」
で
す
。
高
齢
者
の
生
活
費
用
水
準
が

現
役
者
の
5
割
と
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
貧
困

ラ
イ
ン
の
は
る
か
に
下
回
る
人
が
出
る
の
は
当
然
で
す
。

年
金
は
「
保
険
」
で
す
。
こ
れ
に
救
貧
機
能
を
負
わ
せ

ず
に
年
金
が
最
低
賃
金
水
準
に
満
た
な
い
部
分
は
、「
生

活
保
障
費
」
と
し
て
国
に
補
充
を
要
求
し
ま
す
。
各
国

で
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
・
カ

ム
」
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

第
2
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
介
護
と
子
育
」
で
す
。

1
9
6
0
年
代
の
高
度
成
長
政
策
の
中
で
私
た
ち
は
政

府
の
「
都
市
一
極
集
中
」「
持
ち
家
政
策
」
の
攻
撃
に

さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
三
世
代
家
庭
」
は
崩
壊

し
て
い
き
ま
す
。
今
の
「
年
金
・
介
護
保
険
制
度
」
は
、

1
9
8
0
年
ま
で
の
「
三
世
代
家
庭
」
が
基
本
で
、
高

齢
者
の
「
独
居
家
庭
」
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

第
3
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
医
療
と
教
育
」
で
す
。
持

続
的
な
社
会
、
発
達
し
て
行
く
社
会
を
維
持
す
る
の
は

必
要
で
大
切
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。（
メ
デ
ィ
ケ
ア
と
エ

デ
ュ
ケ
ア
）

危
険
な
安
倍
政
権
の
方
向
を
転
換
さ
せ
る
た
め
に
、

私
た
ち
も
明
確
な
プ
ラ
ン
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。「
終
わ

る
事
」
よ
り
も
「
生
き
る
事
」
を
！　

現
退
一
致
の
理

念
を
現
実
に
！
「
終
活
」
よ
り
「
生
活
」
を
！

そ
し
て
、
統
一
自
治
体
選
挙
、
参
議
院
選
挙
の
勝
利
を

手
に
し
ま
し
ょ
う
。

秋
に
な
っ
て
、
全
国
に

お
邪
魔
し
現
職
・
退
職
の

方
に
お
会
い
し
親
し
く
お

話
を
し
て
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
か
ら
も
、
今
や

7
人
に
1
人
が
貧
困
状
況

に
あ
る
子
ど
も
の
状
況
、

年
金
の
減
少
、
基
礎
自
治
体
の
存
続
問
題
な
ど
一
刻
の
猶

予
も
許
さ
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
中
で

現
場
の
教
職
員
は
疲
労
困
憊
し
て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
日
退
教
の
先
輩
方
の
学
校
現
場
の
状
況
、
教
職
員

の
過
労
状
況
へ
の
心
配
の
声
は
大
変
優
し
く
、
力
強
く
受

け
止
め
ま
し
た
。

私
た
ち
は
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」
を
掲

げ
、
立
憲
主
義
を
徹
底
し
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め

に
運
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
人
が
大
切
に
さ

れ
、
安
心
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
、
共
に
支
え
あ
う

社
会
づ
く
り
へ
の
政
策
転
換
を
求
め
て
、
政
治
の
流
れ
を

変
え
る
努
力
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

激
動
の
今
年
を
日
退
教
の
方
々
と
共
に
頑
張
り
ま
す
。

19
年
度
総
会
　
6
月
7
日
（
金
）
で
す
。

「終活」から「生活」へ
― そして、統一選、参院選勝利を ー

み
ず
お
か
俊
一
さ
ん
か
ら

― 

共
に
生
き
、
共
に
支
え
あ
う
社
会
へ 

ー

「男女共生委員会」報告　2018年11月30日

◆
編
集
後
記
◆

今
号
に
関
し
て
は
、
掲
載
す
る
記
事
が
多
量
の
た
め
、

観
点
を
変
え
て
記
述
し
ま
す
。「
日
退
教
通
信
」
３
８

１
号
が
皆
様
の
手
元
に
届
く
と
き
に
は
結
果
が
出
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
国
会
に
か
か
っ
て
い
る
「
入
管

法
」・「
水
道
法
」
の
「
改
訂
」
問
題
に
つ
い
て
、
私
の

「
感
覚
」
を
一
言
。
ど
ち
ら
も
、「
改
訂
」
に
必
要
な

資
料
も
裏
付
け
も
含
め
、
条
件
が
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
「
不
揃
い
」
な
の
に
、
臆
面
も
な
く
こ
れ
を
提
出

し
て
い
る
国
政
関
係
者
と
は
一
体
ど
う
い
う
「
人
間
」

な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。（
Ｓ
）

清末愛砂 准教授




